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近年、我が国において、理数教育の充実が課題になっています。主な背景として次の二つがあります。

一つは、科学技術が発達している社会の中で、円滑に生活していくために必要な資質や能力を全ての子供

たちに身に付けさせる必要があることです。もう一つは、我が国の科学技術の更なる発展のために、将来

の科学技術を担う人材を育成していく必要があることです。 

こうした状況を受け、東京都教育委員会は、現在、理数教育に関わる様々な取組を実施しています。こ

こでは、小・中学校を対象にした取組の一部を紹介します。 

まず、「理数フロンティア校」です。各地区における理数教育の拠点となる学校として、平成 25 年度か

ら小・中学校各 50校を理数フロンティア校に指定しています。各フロンティア校では、子供たちが理科や

算数・数学への興味・関心を高め、学力を向上させることができるよう、観察・実験を中心とした効果的

な指導方法や、台風の構造や電気が流れる仕組みなど子供たちが直接見ることができない事物・現象をモ

デル化した教材などを開発しています。また、各フロンティア校は、こうした先進的な取組について、各

地区の教員を対象とした研修を実施し、普及・啓発をするなど、各地区の理数教育を推進しています。 

次に、「東京ジュニア科学塾」です。これは、都内の公立中学校１・２年生が、科学の専門家等による指

導を受けることができる講座で、年間３回実施しています。さらに、科学への関心が特に高い２年生には、

８回に渡って受講する「専修コース」を実施しています。このコースでは、専門家等による講義のほか、

最先端の技術を活用したものづくり体験、大学等の研究機関の施設を使った実習などを設定しています。 

東京都教育委員会は、今後も区市町村教育委員会や各学校の御協力をいただきながら、理数教育の充実

に向けて、様々な取組を展開してまいります。 

※ 本号３・４ページに、８月に実施した「中学生科学コンテスト」の結果を掲載しています。ぜひ、ご覧ください。 

平成 2６年 10 月 31 日 

通巻 第 43 号 

東京都教育庁指導部     

義務教育特別支援教育指導課 

●●● 小・中学校における理数教育の充実に向けて ●●●                            
指導部主任指導主事  市 川  茂 

授業改善や学習指導に関わる先進情報等の通信（メール・マガジン） 

SSccrruumm  ―スクラム― 

★ 本メール・マガジンの配信を希望する方は、件名に「メール・マガジン配信希望」、本文に所属・

氏名を御入力いただき、S9000024@section.metro.tokyo.jp へメールを御送信ください。 
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東京都教育委員会ホームページ・トップページ 

の下の方に、このバナーがあります！  

    

東京都教育委員会ホームページ内に「学び応援ページ」というコーナーがあるのを御存知ですか？ 

「学び応援ページ」には、各学校が、指導内容や指導方法等の工夫を通して、授業の改善・充実を図るこ

とを応援するための、様々な事例集や報告書等を掲載しています。ぜひ、御覧いただき、参考にしていただ

ければと思います。なお、本通信のバックナンバーも、順次「学び応援ページ」に掲載しています。 

（東京都教育委員会ホームページアドレス 

http://www.kyoiku.metro.tokyo.jp/ ） 

学び応援ページを御活用ください！ 
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＜今後の研究協議会会場及び日程＞※開催の順序は変更することがあります。 

第３回 墨田区[算・数]（吾嬬立花中：11月７日） 第４回 福生市[算・数]（福生第二小：12月２日） 

第５回 葛飾区[算・数]（花の木小：１月 22日） 第６回 立川市[国語]（立川第一小：１月 29日） 

第７回 青梅市[算・数]（友田小：２月 13日） 第８回 荒川区[算・数]（諏訪台中：調整中） 

 

 

 

 

【調査研究校の主な取組内容】 

(1) 指導体制の工夫 

○ 習熟度別少人数指導など、個に応じた指導の充実 

○ 重点教科における教科担任制の実施（小学校第４学年以上） 

○ 各中学校区における小・中合同研究 

(2) 基本的な学力向上プログラムの実施 

○ 重点教科に関する学力向上年間推進計画の作成、実施 

○ 家庭学習課題（宿題等）の充実  

○ 単元ごとのきめ細かな定着度の把握 

○ 個人カルテによる学力の定着度の把握と管理 

○ 放課後（放課後子供教室を含む。）や土曜日、長期休業日等を活用した補習の実施 

○ 保護者やＰＴＡとの連携による学習習慣の確立 

(3) 指定地区教育委員会が独自に策定する学力向上策の実施 

平平成成 2266 年年度度  

学学力力向向上上パパーートトナナーーシシッッププ事事業業のの取取組組ににつついいてて  
 東京都教育委員会では、学力向上に関する調査研究校を指定し、その研究校を所管する地区と連携し

ながら、学力の定着に課題が見られる児童・生徒への効果的な指導方法の開発に資する調査研究を行う

「学力向上パートナーシップ事業」を、平成 25・26年度の２年にわたり、８地区において実施してい

ます。具体的な取組内容は以下のとおりです。 

 「学力向上パートナーシップ事業」の 研究協議会 に 参加 して 話し合う ことで、 

学力向上への具体的な方策が見えてきます！皆様の参加をお待ちしています！ 

参加申込につきましては、各区市町村教育委員会からの通知をご確認ください。 

 各地区の調査研究校の取組と成果について広めるために、公開授業及び学力向上の取組について話し

合う、研究協議会を開催しています。10月に始まった２地区の研究協議会の様子を紹介します。 

 ● ● ● 

 

第１回あきる野市（会場：東中学校）10 月８日  

＜公開授業＞ 

第２学年国語科「モアイは語る」 

＜研究協議会＞ 

・東中、東秋留小、屋城小、前田小 

の実践報告 

・研究協議 

＜参加者のアンケートより＞ 

・小・中でワークシートを作成しているとのことなので、

小学校のワークシートも見てみたい。 

・ペアワークによりコミュニケーション能力の育成場面

を普段から取り入れている様子が分かった。 

・協議会のもち方が工夫され、全員が当事者になれた。 

 

● ● ● 

第２回武蔵村山市（会場：第八小学校）10 月 23 日 

＜公開授業＞ 

第６学年算数科「比例と反比例」 

＜研究協議会＞ 

・第三中、第二小、第八小 

の実践報告 

・研究協議 

＜参加者のアンケートより＞ 

・実際に外部指導員による補習の様子を参観することが

できてよかった。補習で使用していた教材の作成を自校

でも考えていきたい。 

・中学校で取り組んでいる家庭学習の計画表作りは、生

徒が自主的に学習を進める上で、大切なことだと思う。 
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中学生科学コンテストは、平成25年度から実施し、今年度で第２回を迎えました。本

コンテストは、国公私立を問わず都内の中学校に在籍する生徒が3名で1チームを編成

し、理科・数学等の能力をチームで競い合う大会です。本コンテストは、生徒の理科・数

学等に対する意欲・能力を更に伸ばし、科学好きの生徒が更に増えることを目的としてい

ます。また、本コンテストで金賞を受賞した上位 2 チームは、東京都代表として「科学

の甲子園ジュニア全国大会」に参加することができます。 

今年度、本コンテストへの参加を呼びかけたところ、昨年度の108チームから6割以

上増え、174チーム、516名の生徒が参加しました。174チームのうち、区市町村立中

学校及び中等教育学校は98チーム、都立中学校及び中等教育学校は26チーム、国立中

学校は2チーム、私立中学校は48チームが参加しました。都立白鷗高等学校と都立富士

高等学校の２校を会場として開催しました。 
 

当日は、筆記競技と実技競技が行われました。 

筆記競技では、競技時間70分の中で、3人がそれぞれ問題を担当し、

分からない問題、不安な問題については3人で話し合い協力しながら取

り組んでいました。 

実技競技では、競技時間90分の中で、出題された問題について、様々

なアイディアで解決しようとしていました。事務局が想定した解答をは

るかに超えるアイディアで解決するチームもありました。 

 

コンテスト終了後のアンケートには、 

「筆記問題は予想していたより難しかったけど、おもしろかった。」 

「（実技問題は）チームの団結力を活かして取り組めるところが楽しかった。」 

等の感想が多く書かれており、科学に関心のある中学生の力を発揮できるよい機会とな

ったことを実感することができました。 

 

 

 

 

「「平平成成 2266 年年度度  中中学学生生科科学学ココンンテテスストト」」をを  実実施施  ししままししたた！！  
 

巻頭言にもありましたとおり、東京都教育委員会では、小・中学校に

おける理数教育の充実に向けて、様々な取組を実施しています。ここで

は、平成26年8月31日に実施した「中学生科学コンテスト」につい

て紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年度の概要  

 

「「理理数数教教育育のの窓窓」」――理理数数好好ききのの子子供供たたちちをを育育ててるるたためめにに――    

 

中学生科学コンテストとは 
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採点の結果、次の 16 チームが表彰対象校となり、平成 26 年 10 月 10 日（金）に、

東京都庁の都民ホールにて、表彰式を行いました。 

筆記競技と実技競技の総合得点で、上位 10 位以内のチームが金賞、銀賞、銅賞を受賞

しました。また、金・銀・銅賞のチームを除いて、筆記競技及び実技競技のそれぞれの得

点が第 1位から第 3 位までのチームが優秀賞を受賞しました。 

表彰式では、今年度、東京都代表チームとして参加する「都立白鷗高等学校附属中学校」と「駒場東

邦中学校」が、「科学の甲子園ジュニア全国大会」出場に向けての抱負を語ってくれました。 

代表チームは、平成26年12月5日から7日に、東京都江東区にあるBumB 東京スポーツ文化館

において、各都道府県の代表チームと競い合います。 
 

中学生科学コンテストは来年度も実施する予定です。多くの中学生の参加をお待ちしております。 

また、本コンテストの運営にあたり、事前や事後の連絡、当日の運営や生徒の引率など、区市町村教

育委員会や各学校の先生方に大きな協力をいただいたことを改めて感謝申し上げます。ありがとうござ

いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

賞 チーム番号 チームのメンバーの所属校 

金 賞 
＊ 筆記競技と実技競技の合計得点が
第１位と第２位のチーム 

４０ 都立白鷗高等学校附属中学校 

５８ 駒場東邦中学校 

銀 賞 
＊ 筆記競技と実技競技の合計得点が
第３位～第５位のチーム 

４９ 都立小石川中等教育学校 

８０ 早稲田中学校 

１３５ 日野市立日野第四中学校 

銅 賞 
＊ 筆記競技と実技競技の合計得点が
第６位～第１０位のチーム 

２ 千代田区立九段中等教育学校 

１８ 練馬区立光が丘第二中学校 

５３ 筑波大学附属駒場中学校 

９７ 中野区立第四中学校 

１５３ 都立武蔵高等学校附属中学校 

優秀賞(筆記競技部門) 
＊ 金・銀・銅賞のチームを除いて筆
記競技の得点が第１位～第３位のチ
ーム 

５１ 都立桜修館中等教育学校 

５４ 筑波大学附属駒場中学校 

６０ 駒場東邦中学校 

優秀賞(実技競技部門) 
＊ 金・銀・銅賞のチームを除いて実
技競技の得点が第１位～第３位のチ
ーム 

３２ 江戸川区立鹿本中学校 

４３ 都立大泉高等学校附属中学校 

７０ 立教池袋中学校 

＊ この表は、賞ごとにチーム番号順に並べたものであり、合計得点の順に並べたものではありません。 

平成 26年度 中学生科学コンテスト 入賞チーム一覧 

表 彰 式 

 
・ ３人で協力するので楽しくできた。みんなで考えあって１つのものを作り上げるおもしろさも感じ
た。普段では感じられないおもしろさを体感できよかった。  

・ 関心をもって考え直す回数がとても多かったので、考える力が付いたと思います。出来ればこのこ
とを生かして、来年も参加したいです。本当に勉強になりました。 

参加者の声 


